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春日市文化祭
11月5日・6日に、ふれあい文化センターなどで「第38回春日市文化祭」を行いました。
舞台発表や作品展示、書道パフォーマンス、一箱古本市などさまざまな催しを開催。会場は
「市民でつくる市民のための文化の祭典」を楽しもうと、多くの来場者でにぎわいました。
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﹁春日市高齢者福祉計画・介護保険事業  計画﹂見直しに関する高齢者実態調査
平成23年度中に「春日市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」の見直しを行うに当たり、
高齢者福祉と介護保険に関する意識と実態を把握するため、実態調査を行いました。
その調査の集計結果の一部をお知らせします。

①「緊急時の対応」　〈「高齢者の日常生活と介護保険に関する調査」から〉

問 緊急時の対応などについて、お尋ねします。お住まいの近くに（おおむね30分以内）、あなたがもし
病気で倒れたときに、身の回りの世話を頼める親族や友人・知人がいますか。

②「認知症の理解度」　〈「高齢者の日常生活と介護保険に関する調査」から〉

問 認知症に関して、次のようなことを知っていますか。

症状の１つに経験した行為（例：食事をしたことなど）を忘れることがある
加齢による物忘れと認知症による記憶障害は異なる

認知症には「アルツハイマー型」や「脳血管性」などさまざまな種類がある
規則正しい生活をすることは、認知症予防の１つとされている

受診医療機関は、専門医（精神科など）が望ましいことを知っている
認知症がある人に対して、どのように接したらよいか知っている

相談できる場所・機関などを知っている
近隣の認知症の専門医（病院・医院）を知っている

その他
不明
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74.2 8.2 9.3 5.2 3.0
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気軽ではないが、いざ
という時には頼める人
が近くにいる
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▶認知症の症状や特徴などについて知っている人の割合は、約6割と高くなっています。しかし、相談機
関や認知症の専門医（病院・医院）などの具体的な対応の方法については、知っている人の割合が約1割
と低い結果になっています。

▶1人暮らしの世帯では、「近くに頼める人がいる」または「気軽ではないが、いざという時に頼める人が
いる」と回答した人はおよそ半数ですが、他の世帯区分の同回答の割合が8割を占めている状況と比
べると少なくなっています。

▶「頼める人がいない」という回答は、1人暮らし世帯が13.3%、65歳以上だけの同居世帯が15.0%と、
全体の平均割合と比較して高くなっています。

調査から
見えてきたこと

調査から
見えてきたこと
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﹁春日市高齢者福祉計画・介護保険事業  計画﹂見直しに関する高齢者実態調査
調査
概要

調査名称 対象者 調査時期 有効回収数（割合）

1 高齢者の日常生活と介護保険に
関する調査

要支援・要介護認定を受けていない満65歳
以上の人の中から無作為抽出した1500人 平成23年

4〜5月

1081件（72.1％）

2 介護保険サービス利用者実態調査 介護保険の居宅サービスを利用している
満65歳以上の人から無作為抽出した700人 440件（62.9％）

③「介護予防への取り組み状況」　〈「高齢者の日常生活と介護保険に関する調査」から〉

問 自分自身で、介護予防に取り組んでいますか。

全体

男性

女性
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　　日頃から運動や認知症予防を心掛け、介護予防に取り組んでいる　
　　今の健康状態を維持・継続するために、これから取り組みたい　　　元気なので、介護予防の必要性を感じない
　　病気があるからできない　　　介護予防に取り組みたいが、どうしていいか分からない
　　何もしたくない　　　その他　　　不明

④「主な介護者の年齢」　〈「介護保険サービス利用者実態調査」から〉

全体の回答

要支援1、2
の人の回答

要介護1、2
の人の回答

要介護3～5
の人の回答
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1.0 1.0
9.8 23.5 7.8 12.7 11.8 4.9 12.7 10.8 3.9

0 1.9
11.3 23.9 20.1 8.8 8.2 7.5 9.4 5.0 3.8

0.9 2.8
6.5 24.1 13.9 10.2 11.1 14.8 10.2 4.6 0.9

　29歳以下 　30～39歳 　40～49歳 　50～59歳 　60～64歳 　65～69歳
　70～74歳 　75～79歳 　80～84歳 　85歳以上 　不明

調査から
見えてきたこと

調査から
見えてきたこと

▶介護者の年齢については、全体の46.3%が、「65歳以上」のいわゆる「老老介護」の状態となっています。
▶要介護度別にみると、要介護3〜 5の人を介護する65歳以上の人は半数を超えており、そのうち75歳
以上の人は29.6%にもなっています。

▶「日ごろから介護予防に取り組んでいる」（32.2%）または「今後、介護予防に取り組みたい」（30.2%）と
回答した人の割合を合わせると、約6割と高い割合になっています。

▶男性は女性に比べて、「今後、介護予防に取り組みたい」という回答の割合が5ポイント低く、「元気なの
で、介護予防の必要性を感じない」という回答の割合が高くなっています。
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⑥「今後3年間の生活希望」　〈両調査に関すること〉

問 今後3年間のうち、どこで生活したいと思いますか。

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

高齢者の日常生活と介護保険に関する調査結果

介護保険サービス利用者実態調査結果

58.0 10.1 4.3 10.6

1.0

8.0

2.8

5.3

（%）

67.7 7.5

2.7

8.6

1.4

3.9

2.3

5.9

（%）

　住み慣れた自宅で生活したい
　入所施設などを利用したいが、経済的に困難であるため自宅で生活すると思う
　有料老人ホーム・グループホームなどに住み替えて、介護サービスを利用しながら生活したい
　（高齢者向けのアパート、マンションを含む）
　介護保険の入所施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設）を利用したい
　自宅以外で家族と同居して生活したい（別に住んでいる家族と同居して生活したい）
　自宅で生活したいが、家族などの勧めにより施設などに入所すると思う
　その他　　　　不明

⑤「今後3年間の自宅での介護の継続の可否」　〈「介護保険サービス利用者実態調査」から〉

問 今後3年間の自宅での介護についてお尋ねします。自宅での介護の継続ができると思いますか。
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不明

できないと思う

できると思う

全体の回答

要支援1、2
の人の回答

要介護1、2
の人の回答

要介護3～5
の人の回答

（%）

62.1 27.1 10.8

63.7 25.5 10.8

64.8 26.4 8.8

56.5 29.6 13.9

▶今後3年間、自宅での介護の継続が「できる」と回答した人の割合は62.1%であり、要介護度が高くな
るにつれて、「できないと思う」と回答した人の割合が高くなっています。

▶要介護認定を受けていない高齢者および介護保険サービス利用者の両方で、「住み慣れた自宅で生活
したい」と回答した人の割合が一番高くなっています。

調査から
見えてきたこと

調査から
見えてきたこと
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問い合わせ先　高齢課 高齢者支援担当　 （584）1111　 （584）3090
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⑦「介護保険料とサービスのあり方」　〈両調査に関すること〉

問 介護保険料と介護サービスのあり方について、どのように考えていますか。

要介護認定を受けていない
高齢者の回答

介護保険サービス利用者
の回答

0 20 40 60 80 100
（%）

21.6 31.4 38.0 9.0

20.5 29.5 40.9 9.1

　利用できる介護サービスの種類や量が充実されるのなら、保険料は多少高くなってもやむを得ない
　利用できる介護サービスの種類や量を多少抑えても、保険料は低い方がよい
　どちらともいえない　　　　不明

今回の調査を通して、高齢者の生活に対する考え方や、市が抱える高齢者福祉施策の課題などが見えてきました。

この調査結果を踏まえ、「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」の見直しに取り組んでいきます。

調査へのご協力、ありがとうございました。

▶要介護認定を受けていない高齢者と介護保険サービス利用者では、介護保険の保険料の考え方につ
いて、大きな差は見られませんでした。

▶「利用できる介護サービスの種類や量を多少抑えても、保険料は低い方がよい」と回答した人の割合
は、「利用できる介護サービスの種類や量が充実されるのなら、保険料は多少高くなってもやむを得
ない」と回答した人の割合より高くなっていますが、「どちらともいえない」「不明」を併せた割合がほ
ぼ半数を占めています。

調査から
見えてきたこと
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（１）職員数　411人　　　　　　　（平成23年4月1日現在）

１　職員の任免と職員数の状況

　春日市の職員（臨時・嘱託職員などを除く）の数や給与の状況、勤務条件など、
人事行政の運営などの状況をお知らせします。

春日市は、民間委託などの行政改革に積極的に取り組んできた結果、
少数の職員で効率的な行政運営を行っていることが特徴です。

任命権者別職員数	

注普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）および公

営企業等会計部門の職員（下水道・国民健康保険・介護

保険・後期高齢者医療などの業務に従事する職員）を

除くすべての職員数です。

職種
（採用職種）

平成22年度 平成23年度

採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 13人 		18人 16人

保育士 − 		5人 1人

技能労務職 − 		3人 −

合計 13人 26人 17人

（２）採用者数と退職者数

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市

3.5人 4.0人 4.3人 4.2人 5.6人

※人口に対する職員数（普通会計）は、春日市が全国の
市町村で最少となっています。

近隣他市との職員数比較
普通会計における人口1000人当たりの職員数	

２　職員の給与の状況

（注）1. 職員の給与は、給料と諸手当の合計額です。

2. 給料は、職務の種類と内容、職責に応じて条例で定

められた給料表に基づく額が支給されます。

3. 平均給与月額には、諸手当のうち期末手当および

勤勉手当は含まれません。

区分 一般行政職 技能労務職

初任給

大卒 17万2200円 ー

短大卒 15万5700円 ー

高卒 14万4500円 14万1900円

平均年齢 40.7歳 56.3歳

平均給料月額 31万8006円 38万8011円

平均給与月額 38万8885円 41万8039円

（１）職員の給与の状況（平成23年度）

　平成 22年度の退職者26人の補充として、平成23年度

に 17人を採用しました。

（総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況（平成22年4月1日現
在）」から作成）

区分　
職員数 対前年

増減数平成22年度 平成23年度

議会事務局 6人 6人 −

市長事務部局 328人 325人 ▲ 3人

教育委員会事務局 80人 74人 ▲ 6人

選挙管理委員会事務局 2人 2人 −

監査事務局 3人 3人 −

農業委員会事務局 1人 1人 −

合計 420人 411人 ▲ 9人

（２）諸手当

　諸手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当など、

該当する職員に条例で定められた算定方法に基づく額が支

給されます。

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況
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（１）勤務時間（平成23年度）

３　職員の勤務時間、その他の勤務条件

①1週間の勤務時間　

　38時間45分（1日当たり7時間45分）

②勤務時間の割り振り

　基本的な勤務時間		午前8時30分から午後5時まで

　（休憩時間　午後0時15分から午後1時まで）

　※施設などにおける変則勤務あり。

項目 平成21年度 平成22年度

職員1人当たりの
平均年次有給休暇取得日数 11.3 日 12.2 日

（２）休暇

　休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、

組合休暇があります。

　懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員として

ふさわしくない非行がある場合に、公務における規律と秩

序の維持を目的に行う不利益処分のことをいいます。

区分 休職 降任 免職 合計

人数 13人 0人 0人 13人

　分限処分とは、職員の勤務実績がよくない場合や、疾病

のためにその職責を果たせない場合などに、公務能率の維

持およびその適正な運営の確保を図るために行う不利益処

分のことをいいます。

４　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分（平成22年度） （２）懲戒処分（平成22年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 合計

人数 0人 0人 0人 0人 0人

　職員には、地方公務員法により、法令および上司の職務上

の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、

職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為の禁止、

営利企業などの従事制限など、服務上の義務が課せられて

います。

５　職員の服務の状況
（１）服務上の義務 （３）営利企業などの従事の許可状況

　職員の職務に専念する義務の特例に関する条例により、

研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する

場合などに職務に専念する義務が免除されることがあり	

ます。

（２）職務に専念する義務の免除の状況

項目 平成21年度 平成22年度

職務に専念する義務の免除 172件 213件

項目 平成21年度 平成22年度

育児休業取得者数
男性 0人 0人

女性 15人 16人

育児部分休業
取得者数

男性 0人 0人

女性 2人 4人

（３）育児休業

　職員は、営利企業の役員になったり、報酬を得て事業や

事務に従事したりすることはできません。

　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務員とし

ての信用を傷つけるおそれがない場合は、許可されること

があります。

※平成22年度は、国勢調査が実施され、職員が勤務時間外

に指導員業務に従事したことから、件数が大幅に増えて

います。

項目 平成21年度 平成22年度

営利企業などの従事の許可 5件 73件

※変則勤務の職場などを除く。

7
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問い合わせ先　総務課人事担当
（584）1111　 （584）1145

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

（３）共済制度

　職員の共済制度は、福岡県市町村職員共済組合に加入し、

共済組合が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健

康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

（４）公平委員会の状況

　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本権の一部

が制限されています。このため、中立的な機関である公平

委員会に対して、身分上および経済上の権利・利益の保護を

求めることができるようになっています。

　平成22年度については、適正な勤務条件の確保に関する

「勤務条件に関する措置要求」および身分保障を確実にする

ための「不利益処分に関する不服申立て」はありませんでし

た。

（５）公務災害・通勤災害の状況（平成22年度）　

　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、その災害

によって受けた傷病について治療費などが補償されます。

（１）職員研修の状況（平成22年度）

６　職員の研修・勤務成績の評定の状況

区分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 監督職研修、文書事務研修など 		9コース			（17回） 延べ456人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所、市町村職員中央研修所など 113コース（113回） 延べ189人

合計 122コース（130回） 延べ645人

（２）勤務成績の評定状況

　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて、勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。

　また、平成21年度から、組織の業績向上と人材育成を目的とする新たな人事評価制度を導入しています。

　総事業費　571万9000円

７　職員の福祉などの状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復その

ほか厚生に関する事項を計画的に実施しています。

（１）職員互助会

　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の実施や相

互扶助、親
しんぼく

睦を図ることを目的としており、会員の掛金と市

助成金で運営しています。

主な事業　①福利厚生事業②慶弔給付事業③貸付事業

※平成22年度から慶弔給付事業を市の助成金対象外とし

ています。

（２）職員の健康管理

　職員の健康を確保するため、健康診断を実施しています。

区分 平成22年度決算 平成23年度予算

会員の掛金 820万1000円 808万8000円

市の助成金 757万9000円 728万円

平成22年度受診者数 405人
区分 件数

公務災害 1件

通勤災害 1件

予算、決算の状況

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況
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冬
は
乾
燥
し
や
す
い
気
候
の
た

め
、特
に
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
自
分
、そ
し
て
家
族
の
命
を
守

る
た
め
、火
災
を
予
防
す
る
習
慣

を
身
に
付
け
て
、万
が
一
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
３
つ
の
習
慣

①
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す

　

て
ん
ぷ
ら
油
は
加
熱
し
続
け
る
と
15
〜

20
分
で
発
火
し
ま
す
。コ
ン
ロ
の
使
用
中
に

訪
問
応
対
や
長
電
話
を
す
る
際
は
、必
ず
火

を
消
し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

　

寝
た
ば
こ
は
火
災
の
原
因
の
第
３
位
で

す
。ベ
ッ
ド
や
布
団
で
の
喫
煙
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

③
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る

　

洗
濯
物
が
乾
き
に
く
い
な
ど
の
理
由
で

衣
類
を
室
内
に
干
す
と
き
は
、火
の
元
か
ら

離
れ
た
場
所
に
干
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、節
電
の
た
め
、石
油
ス
ト
ー
ブ
の
使

用
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。「
給
油
の
際

は
必
ず
火
を
消
す
」「
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま

ま
寝
な
い
」な
ど
、安
全
に

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

　

火
災
に
よ
る
死
亡
事
故
の
多
く
は
逃
げ

遅
れ
で
す
。火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
、警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
条
例
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
だ
設
置
し
て

い
な
い
人
は
、早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②「
防
炎
品
」を
使
用
す
る

　

寝
具
、衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、燃
え
に
く
い
素
材
の
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、台

所
な
ど
の
火
の
気
が
あ
る
場
所
で
、す
ぐ
に

手
が
届
く
と
こ
ろ
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
消
火
器
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。古
い
消
火
器

は
業
者
に
依
頼
し
て
回
収
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

④
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

　

不
審
火
か
ら
住
居
や
身

を
守
る
た
め
、ま
た
高
齢
者

や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、普
段
か
ら
近
所
の
人
と
協
力
し

合
え
る
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

火
事
だ
！
そ
の
と
き
ど
う
す
る
？

初
期
消
火
活
動
の
３
原
則

①
早
く
知
ら
せ
る

　
「
火
事
だ
！
」と
大
声
を
出
し
て
、隣
近
所
に

知
ら
せ
、た
だ
ち
に
１
１
９
番
通
報
す
る
。

②
早
く
消
火
す
る

　

出
火
か
ら
３
分
以
内
が
自

分
で
消
火
で
き
る
限
界
で
す
。

消
火
器
だ
け
で
な
く
、毛
布
、濡
ら

し
た
タ
オ
ル
な
ど
身
近
な
物
を
利
用
し
て
消

火
し
ま
し
ょ
う
。

③
早
く
逃
げ
る

　
天
井
ま
で
火
が
燃
え
上
が
っ
た
場
合
は
、自

分
で
の
消
火
を
諦
め
、す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。そ
の
際
、子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
を
優
先
し
て
避
難
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

放火
（疑いを含む）
20.5%

コンロ
10.0%

寝たばこ
9.6%

たき火
5.4%

火遊び
3.6%

ストーブ
3.2%

電灯電話
などの配線
2.9%

その他
32.7%

不明・
  調査中
   12.1%

地
域
を
守
る
消
防
団

　
普
段
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、火

災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
か
ら
地

域
を
守
る
存
在
の
消
防
団
。災
害
現

場
で
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、予
防
活

動
に
お
い
て
も
地
域
の
安
心
と
安

全
を
守
り
ま
す
。

　
春
日
市
消
防
団
で
は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
、地
域
の
た
め
に
何
か
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
い
る
人
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
女
性
消
防
団
員
の
任

用
を
開
始
し
て
お
り
、主
に
予
防・

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
興
味
の
あ
る
人
は
、男

女
を
問
わ
ず
、気
軽
に
道
路
防
災
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
防
災
課 

消
防
防
災
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
３

■平成22年中の火災の出火原因

火
災
に注

意

▲火災予防の街頭啓発をする
女性消防団員
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市
内
の
中
学
校
で
給
食
管
理
業

務
、学
校
事
務
業
務
を
行
う
中

学
校
給
食
管
理
員（
嘱
託
）を
募
集
し
ま

す
。

業
務
内
容　
中
学
校
の
給
食
管
理
業
務

（
配
膳
室
の
管
理
、給
食
申
込
事

務
な
ど
）、学
校
事
務
業
務
な
ど

対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
な
ど
）が
で
き
る
人

任
用
期
間　
平
成
24
年
２
月
１
日
〜
３

月
末（
勤
務
す
る
学
校
に
よ
っ

て
異
な
る
）

勤
務
日
数　
週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５

時
の
う
ち
７
時
間
30
分（
途
中

45
分
の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所　
市
内
の
中
学
校

報
酬　

月
額
14
万
５
０
０
０
円
程
度

（
有
給
休
暇
・
社
会
保
険
あ
り
、

賞
与
・
交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員　
若
干
名

選
考
方
法　
書
類
審
査
、面
接

応
募
方
法　
12
月
27
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、履
歴
書
を
提
出
す
る（
郵
送

可
）

応
募
先　

教
務
課
庶
務
給
食
担
当（
〒

816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

中学校給食管理員（嘱託）
嘱託職員を募集します

教務課 庶務給食担当 　 （584）1111 （584）1153　10月下旬、市内および近隣の複数の場所でサ
ルが目撃されています。今のところ、人的・物的
被害を受けたという情報はありませんが、サル
を目撃した場合は、次のことに注意しましょう。
注意点
▷むやみに接近しない
不用意に近づくと襲われることがあります。

▷目を合わせない
目を見つめると、サルが「威嚇された」と勘違
いして、攻撃してくることがあります。

▷大きな声を出して驚かせない
サルの防衛本能が刺激されて、人を襲うこと
があります。

▷食べ物を与えない
エサを与えると、サルがそこに居ついてしま
うことがあります。

▷戸締りをしっかりと行う
2階の窓から家屋に侵入することがありま
す。

サルを目撃した場合は連絡してください。身体
への危険がある場合は、警察へ通報しましょう。
問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当
　　 （584）1111　 （584）1153

今
冬
の
九
州
電
力
管
内
の
電
力

不
足
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、福

岡
県
で
は「
福
岡
県
緊
急
節
電
対
策
本

部
」を
設
置
し
、次
の
期
間
中
、昨
年
度

比
５
％
以
上
の
節
電
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
、使
用
し
て
い

な
い
部
屋
の
電
気
は
こ
ま
め
に
消
す
な

ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
12
月
26
日
㈪
〜
平
成
24
年
２
月

３
日
㈮（
平
日
）

時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
９
時

▽
節
電
ダ
イ
ヤ
ル（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

０
５
７
０（
０
６
４
）４
４
３

▽
政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
節

電
・ｇ
ｏ
・ｊ
ｐ
」

http://w
w
w.setuden.go.jp

▽
節
電
メ
ニ
ュ
ー（
具
体
的
な
節
電
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
）

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/

earthquake/electricity_
supply/0325_electricity_
supply.htm

l

※
17
ペ
ー
ジ「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
地
球
温
暖
化
」

に
関
連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

節電にご協力を
冬の電力不足解消のため

環境課 環境計画担当 　 （584）1111 （584）1147

サルに注意‼

節電にご協力を
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平
成
22
年
度
特
定
健
診

の
受
診
率
が
確
定

し
ま
し
た
。下
表
の
と
お
り

対
象
者
数
１
万
５
１
７
２

人
に
対
し
て
、受
診
者
数
は

２
７
３
２
人
で
、受
診
率
は

18
％
で
す
。

　

特
定
健
診
は
、春
日
市
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う

ち
40
歳
か
ら
75
歳
ま
で（
今

年
度
75
歳
に
な
る
人
は
誕
生

日
の
前
日
ま
で
）の
人
に
対

し
て
行
う
健
診
で
、今
年
度

は
平
成
24
年
２
月
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
に
な
る
前
に

体
の
異
常
を
見
つ
け
て
、生

活
を
改
善
し
、病
気
を
予
防

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。ぜ

ひ
特
定
健
診
を
受
け
て
自
分

の
体
の
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

特定健康診査を受診しましょう
平成22年度受診率が確定

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

■平成22年度特定健康診査受診率（地区別）
地区名 受診者数（人） 対象者数（人） 受診率（％） 地区名 受診者数（人） 対象者数（人） 受診率（％）

泉 67 296 22.6 須玖南 123 723 17.0
大谷 115 559 20.6 惣利 89 402 22.1
大土居 39 257 15.2 宝町 44 322 13.7
岡本 52 342 15.2 ちくし台 62 299 20.7
春日 91 478 19.0 千歳町 44 339 13.0
春日公園 91 417 21.8 塚原台 44 250 17.6
春日原 86 547 15.7 天神山 93 524 17.7
春日原南町 30 172 17.4 昇町 140 842 16.6
上白水 124 846 14.7 光町 50 294 17.0
小倉 102 545 18.7 日の出町 61 403 15.1
小倉東 41 209 19.6 平田台 80 304 26.3
桜ヶ丘 88 501 17.6 松ヶ丘 123 470 26.2
サン・ビオ 44 207 21.3 紅葉ヶ丘 180 869 20.7
下白水北 82 520 15.8 大和町 16 115 13.9
下白水南 111 660 16.8 弥生 71 469 15.1
白水池 63 262 24.0 若葉台西 77 411 18.7
白水ヶ丘 60 396 15.2 若葉台東 50 255 19.6
須玖北 99 664 14.9 市外 0 3 0.0

市全体 2732 1万5172 18.0

○ごみ収集休み
　12月31日㈯〜平成24年1月3日㈫
　※振替収集はありません。
○し尿収集休み
　12月29日㈭正午〜平成24年1月4日㈬
○自己搬入休み
　▷春日大野城リサイクルプラザ
　　12月30日㈮〜平成24年1月3日㈫
　▷クリーンパーク南部

12月31日㈯午後3時〜平成
24年1月3日㈫

問い合わせ先　ごみ減量推進課
（584）1111　 （584）1147

年末年始
ごみ収集などの休み

20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。

　

当
日
は
式
典
の
他
、成
人
式
実
行
委
員
会
の
企

画
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
い
ま
す
。

対
象　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人

※
春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
対
象
者
に

は
、案
内
状
を
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
新

成
人
で
も
成
人
式
に
は
出
席
で
き
ま
す
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
９
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午
予
定（
開
場
：
午
前
９

時
30
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
ス
プ
リ
ン

グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

春日市成人式
成人おめでとうございます

社会教育課 社会教育担当 　 （575）4121 （593）7380
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〜まちの話題や人の紹介〜

　11月6日に東京都で行われた「第11回熟練者全国空手道選手権大
会」に出場した白

しろうず
水要

よう こ
子さん（下白水南地区）が、個人戦女子40歳形の

部で優勝、組手の部で3位と好成績を収めました。
　空手を始めて6年目、現在空手3段の白水さんは、塚原台にある道場
「空
くうしょうかん
翔館」で週2回練習しています。今年の初めには体調を崩し、練習に

復帰できたのは大会2カ月前の9月。しかし、6年間鍛え上げてきた体力
のおかげで、ブランクを感じることなく練習に取り組めたそうです。
　11月15日、優勝報告のために市役所を訪れた白水さん。市長の「頑張りが実ったのでしょう。おめでとうござい
ます」という言葉に、「師範や周りの人のおかげです。皆さんに心配をかけたので、元気になりましたという報告と
恩返しができて嬉しいです」と話してくれました。

白水要子さん

熟練者全国空手道選手権大会優勝

◎市民から公募した広報レポーターが身近な話題を提供します。

　11月13日、市内全域で「秋のクリーン作戦」が行われ、小さな子どもからお
年寄りまで、大勢の人が清掃活動に参加しました。
　普段なかなか行き届かない場所を、この日は一生懸命大
掃除。ほうきとちり取りを持って近所のごみを拾い集めて
回る小学生の姿も見られ、見る見るうちに、まちはきれい
になりました。
　この美しいまちがずっと維持できるよう、ごみのポイ
捨ては絶対にやめましょう。            

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （広報レポーター　吉
よ し だ

田 文
あ や こ

子）

美しいまちづくり

　11月13日、市内全域で「秋のクリーン作戦」が行われ、小さな子どもからお　11月13日、市内全域で「秋のクリーン作戦」が行われ、小さな子どもからお

秋のクリーン作戦

　11月12日、春日まちづくり支援センター「ぶどうの庭」で、「で
あい祭2011」が行われました。
　当日は天候にも恵まれ、たくさんの市民が来場。また、毎年九州
場所の期間中、同施設を利用している芝

し ば た や ま

田山部屋の力士も参加し
ました。
　お祭りでは力士との餅つきをはじめ、ちんどんパフォーマンス
やかすがYOSAKOI隊による演舞、手話ダンスなどさまざまなイ
ベントがめじろ押し。また、カレーや手打ちそば、手作りパンなど
たくさんの屋台も出て、食欲の秋にふさわしい美味しいお祭りで
もありました。
　「ぶどうの庭」の長

な が の

野理事長は、「今日のお祭りを心行くまで楽しんでいただき、心の絆を広げてほしい」と挨拶し
ていました。                                                                                             （広報レポーター　藤

ふ じ た

田 るみ）

市民同士の絆を深める であい祭2011
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〜まちの話題や人の紹介〜

　11月15日、市役所で、春日奴国あんどん祭りの一環として10
月30日に行われた「あんどんアートコンテスト」の表彰式が行わ
れました。受賞者は次のとおりです。
あんどんアートコンテスト受賞者（敬称略）
最優秀賞　楢

な ら お
尾真

ま ゆ み
由美（熊本市）

優秀賞　手
て し ま

島敬
け い じ ろ う

治郎（田川市）、宮
みやざき

崎靖
や す こ

子（春日市）

第35回春日奴国あんどん祭り

あんどんアートコンテスト表彰式

　11月17日、ふれあい文化センターで、筑紫地区少年
愛護連盟による「平成23年度善行者表彰式」が行われ
ました。
　この表彰式は、他の模範となる行動を取った筑紫地
区の小・中学生や高校生を表彰するもので、春日市から
は次の5人が表彰されました。

市内の被表彰者は5人

善行者表彰式

▷松
まつもと

本和
か ず さ

紗（大谷小学校4年生）
10月5日、登校中にUSBを拾って下白水警部交番
に届けた。
▷山

や ま だ
田悠

ゆ う か
花（須玖小学校6年生）、本

ほ ん だ
田穂

ほ の か
乃佳（須玖小学

校6年生）
9月24日、須玖小学校前のコンビニ店で、校区在住
の高齢者と思われる人が誤って数台の自転車を倒し
てしまった。そのとき重なり、絡み合って離れない自
転車を2人が一緒に協力して手伝い元通りにするこ
とができた。
2人は、学校名だけを告げてその場を去った。後
日、その高齢者から学校へお礼の手紙が届き、みんな
が知ることとなった。
▷龍

りゆう
 真

ま り な
利奈（春日西中学校3年生）

9月2日、正門を出てすぐの交差点のところで、車
に接触してケガをしていた小学校5年生の女の子に
会った。女の子は習い事に行く途中で車と接触した
らしく、その時は運転手からきついことを言われて
泣いていた。すると、運転手が女の子を車に連れ込

み、その場を移動しようといたので、「知らない人の
車に乗ってはいけないよ」と言って引き止めた。その
後、車は立ち去った。女の子から事実を確認し、車の
ナンバーを覚えていたので、紙に書いて渡し、励まし
の言葉をかけた。心配だったので、自分の父親にその
ことを相談して、父親から警察に連絡をしてもらっ
た。
▷鳥

とりかい
飼悟

さ と し
志（春日高等学校2年生）

10月27日、学校前の歩道で、40代の男性が口から
泡を吹き倒れているのを発見した。よく観察してみ
ると、その男性は口から血を吐き出して全身にけい
れんを起こしていた。慌てて近くの事務所に飛び込
み救急車の依頼と応援をお願いした。応援の人と一
緒に気道の確保・安静の体位などの応急処置を行っ
た。約10分後に救急車がきて、男性は病院へ搬送さ
れた。
翌日、倒れていた男性の母親より春日高校にお礼
の電話が入り、全校生徒の呼びかけで、上記の生徒で
あると判明した。

市内の被表彰者（敬称略）と功績

▲表彰式に出席した手島さん（写真右）と宮崎さん（同左）

▲（写真左から）本田さん、山田さん、龍さん、松本さん、鳥飼さん
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第
35
回
春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り

あ
ん
ど
ん
一
般
作
品
展
示
会

　

春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
う
ち
、降

雨
の
た
め
中
止
し
た「
あ
ん
ど
ん
作
品
展

示
」の
市
内
幼
稚
園
児
、小
・
中
学
校
生
の

作
品
と
一
般
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

点
灯
時
間　

午
後
５
時
〜
９
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
正
面

入
口
前
広
場（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
民
祭
り
振
興

会（
春
日
市
商
工
会
館
内
）

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

http://w
w
w
.andonm

atsuri.
com
/

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

高
齢
者
運
動
教
室

「
転
ば
ん
塾
」

　

体
力
に
自
信
が
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
、介
護
や
寝
た
き
り
知
ら
ず
の
身
体

づ
く
り
を
目
指
す
運
動
教
室
で
す
。

　

健
康
運
動
指
導
士
や
理
学
療
法
士
な

ど
が
転
倒
予
防
の
実
技
指
導
を
行
い
ま

す
。

対
象　

65
歳
以
上
で
次
の
項
目
の
う
ち

３
つ
以
上
に
該
当
す
る
人

▽
階
段
を
昇
る
と
き
は
、手
す
り
や
壁

の
支
え
が
必
要
で
あ
る

▽
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
、何
か
に

つ
か
ま
ら
な
い
と
立
ち
上
が
れ
な
い

▽
15
分
続
け
て
歩
け
な
い

▽
１
年
以
内
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る

▽
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象

外
で
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
体
験
参
加
も
で
き
ま
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※
自
分
で
来
所
で
き
な
い
人
は
、送
迎

事
業（
片
道
１
０
０
円
）を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
力
向
上
の
た
め
の
体
操（
主

に
座
位
運
動
）、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、体
力
測
定
な
ど

参
加
費　

１
回
２
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
な
ど
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
運
動
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
身
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
要
素
も
取
り
入
れ
て
、体
力

に
自
信
が
な
い
人
も
無
理
な
く
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
最
近
身
体
の
衰
え
を
実
感
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
」「
友
達
を
見
つ
け
た

い
」と
い
う
人
な
ど
、ま
ず
は
体
験
参
加

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

65
歳
以
上
の
人

日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費

　１
カ
月
１
０
０
０
円（
３
カ
月

分
前
納
）

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
と
し
て
別
途
、年

１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

高た
か
し
ま島

（
５
９
１
）５
２
８
２（

兼
用
）

障
が
い
者
の

職
業
訓
練
生
募
集

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校（
北

九
州
市
若
松
区
）で
は
、平
成
24
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
ま
た

は
取
得
可
能
な
人

※
身
体
障
が
い
以
外
の
障
が
い
が
あ
る

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
期
間

　１
年
間（
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

計
科
の
み
２
年
間
）

科
名
・
定
員

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科　

20
人

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科　

20
人

▽
商
業
デ
ザ
イ
ン
科　

20
人

▽
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
人

▽
福
祉
住
環
境
科　

20
人

▽
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科　

30
人

▽
総
合
実
務
科　

20
人（
知
的
障
が
い

者
対
象
）

応
募
受
付
期
限　

平
成
24
年
１
月
６
日

㈮（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
必
着
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、同
校
ま

た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。献
血
の
現
状
に
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、採
血
基
準
の
一
部
が
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
28
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
物　

献
血
カ
ー
ド（
手
帳
）

※
持
っ
て
い
な
い
人
は
、本
人
確
認
が

で
き
る
物（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
福
祉
計

画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

献血に
ご協力を
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情報ひろば

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

相
続
・
遺
言
・
生
前
贈
与
な
ど

無
料
相
談
会

　

相
続
、遺
言
、生
前
贈
与
、名
義
変
更
、

会
社
設
立
、建
設
業
許
可
、離
婚
な
ど
に

つ
い
て
、行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
24
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

き
き
ょ
う
の
会

（
９
２
６
）７
１
０
２

（
９
２
６
）７
１
６
９

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、税
務
・
労

務
の
知
識
に
つ
い
て
、事
業
計

画
作
成

受
講
料　

３
０
０
０
円

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈭
〜
平
成
24

年
１
月
16
日
㈪
に
、電
話
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号（
携
帯
電
話
も
）、フ
ァ

ッ
ク
ス
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
商
工

会

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

遊
び
名
人
の
会
公
開
研
修
会

「
ふ
れ
あ
い
の
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
へ
」

　

遊
び
や
も
の
作
り
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
う
活
動
を
し
ま
せ
ん

か
。

　

遊
び
名
人
の
会
で
は
、定
例
会
で
遊

び
を
学
び
合
い
、学
校
な
ど
へ
の
活
動

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。１
月
は
、文
庫

活
動
で
の
実
体
験
を
通
し
た
子
ど
も
と

の
触
れ
合
い
方
な
ど
の
講
演
と
手
作
り

の
遊
び
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
１
月
11
日
㈬

　
　
　

午
後
２
〜
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

徳と
く
な
が永
明は
る
こ子
さ
ん（
き
り
ん
文
庫

主
宰
）の
講
演
、知
恵
の
輪
パ
ズ

ル

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
平
成
24
年
３
月
・
４
月

の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時　

平
成
24
年
１
月
21
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

助
産
師
に
よ
る
話｢

お
産
の
仕

組
み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

、

育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

12
月
28
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
）、年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、氏
名
を

書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
）も
あ
り
ま

す
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

平
成
24
年
１
月
18
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、エ

プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ
オ

ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記
名

済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

12
月
19
日
㈪
〜
平
成
24
年

１
月
６
日
㈮
に
、電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、子
ど
も
の
生
年
月
日
、託
児

の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

独
立
・
創
業
を
目
指
す
人
へ

創
業
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
か
ら
創
業
を
考
え
て
い
る
人
や

開
業
し
て
１
年
未
満
の
人
を
対
象
に
、

経
営
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
事
業

を
成
功
に
導
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

　

中
小
企
業
診
断
士
を
中
心
に
、創
業

に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

　

託
児（
１
回
６
０
０
円
）も
あ
り
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
24
年
１
月
28
日
㈯
、２
月

４
日
㈯
・
18
日
㈯
・
25
日
㈯（
計

４
日
間
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

内
容　

創
業
の
準
備
と
心
得
、資
金
調

達
、創
業
者
の
体
験
談
、マ
ー
ケ
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身
近
な
自
然
を
感
じ
ま
し
ょ
う

冬
の
野
鳥
観
察
会

　

身
近
な
自
然
を
感
じ
る「
野
鳥
観
察

会
」を
行
い
ま
す
。春
日
市
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
野
鳥
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

　

普
段
の
生
活
で
見
か
け
る
け
れ
ど
名

前
を
知
ら
な
い
鳥
や
、名
前
し
か
知
ら

な
い
鳥
な
ど
に
つ
い
て
実
際
に
観
察
し

な
が
ら
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

　

野
鳥
観
察
の
専
門
家
と
一
緒
に
魅
力

あ
ふ
れ
る
野
鳥
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
人（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　

平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　

白
水
大
池
公
園（
大
字
下
白
水

２
０
９
）

定
員　

30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
26
日
㈪
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢（
学

年
）・
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
参
加
者
に
は
、後
日
詳
し
い
お
知
ら

せ
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境

計
画
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

対
象　

小
学
生（
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

期
日
・
内
容

▽
平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

　

土
笛
作
り

▽
平
成
24
年
１
月
21
日
㈯

　

吹
き
方
講
習

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
両
日
と
も
）

参
加
費　

２
０
０
円（
２
回
分
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

雑
巾
、古
い
歯
ブ
ラ

シ
、約
30
㎝
四
方
の
布
、上
履
き

申
込
方
法　

12
月
27
日
㈫
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
習

○
パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
」

期
間　

平
成
24
年
２
月
１
日
㈬
〜
20

日
㈪（
全
12
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
協
会

受
講
料　

３
万
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp福
岡
県
農
業
大
学
校

研
修
生
募
集

　

同
校
で
は
、短
期
間
で
の
技
術
習
得

研
修
を
実
施
す
る
た
め
開
設
し
て
い
る

研
修
科（
野
菜
、花
き
）の
平
成
24
年
度

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

県
内
で
就
農
を
希
望
し
て
い
る

人
、就
農
し
て
間
も
な
い
農
業

者
、品
目
転
換
を
志
す
農
業
者

研
修
期
間　

平
成
24
年
４
月
か
ら
６
カ

月
以
上
１
年
以
内

定
員　

10
人
程
度

面
接
日　

平
成
24
年
２
月
24
日
㈮

申
込
受
付
期
間　

平
成
24
年
１
月
４
日

㈬
〜
２
月
10
日
㈮

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
同
校

　

（
９
２
５
）９
１
２
９

　

（
９
２
５
）２
４
１
１

▽
福
岡
県
農
林
水
産
政
策
課
後
継
人
材

育
成
室

　

（
６
４
３
）３
４
９
５

　

（
６
４
３
）３
４
７
０

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場「
も
の
作
り
体
験

王
国
」

申
込
開
始
日　

平
成
24
年
１
月
４
日

㈬

○
パ
ソ
コ
ン「
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
中

級
」

期
間　

平
成
24
年
２
月
５
日
㈰
・
12

日
㈰
・
19
日
㈰（
全
３
回
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
博
多
駅
前
２
ー
９
ー
28
）

受
講
料　

１
万
５
０
０
０
円（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
９
０
０
円
が
必

要
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

平
成
24
年
１
月
６
日

㈮

○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

期
間　

平
成
24
年
２
月
５
日
㈰
・
12

日
㈰（
全
２
回
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

場
所　

同
協
会

受
講
料　

８
０
０
０
円（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
８
０
０
円
が
必
要
）

定
員　

60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

平
成
24
年
１
月
５
日

㈭

○
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
講
習

期
間　

平
成
24
年
２
月
19
日
㈰
・
26

日
㈰
、３
月
４
日
㈰（
全
３

回
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

同
協
会

受
講
料　

１
万
３
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
・
材
料
代
含
む
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

平
成
24
年
１
月
12
日

㈭

申
込
方
法　

申
込
開
始
日
の
午
前
９
時

以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会（
福
岡

市
東
区
千ち

は
や早
５
ー
３
ー
１
）

（
６
７
１
）６
８
３
１

（
６
７
２
）２
１
３
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

社
会
人
会
員
募
集

　

社
会
人
の
初
心
者
や
初
級
者
を
対
象

と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
で
す
。

対
象　

市
内
お
よ
び
近
郊
に
居
住
す
る

社
会
人（
学
生
不
可
）

期
間　

12
月
〜
平
成
24
年
３
月
30
日
㈮

日
時
・
場
所

▽
毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階
競
技

室（
大
谷
６
ー
28
）

▽
毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

月
額
２
０
０
０
円

※
別
途
、保
険
料
１
６
０
０
円
が
必
要

で
す
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

（
５
９
５
）５
１
９
７

（
５
８
６
）９
０
６
６
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情報ひろば

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147

　電力不足が予測される今冬は、次のポイントを参考に節電
に取り組み、エコで快適に過ごしましょう。
▷暖房の室温設定は20℃を目安に！
室温を上げる前にもう一枚重ね着をしましょう。
また、湿度が高くなると体感温度が上昇するので、加湿器
やストーブにやかんなどを置いてお湯を沸かすと寒さを感
じにくくなります。
▷手軽に取り組める照明を見直そう！
家庭ではエアコン、冷蔵庫に続き、3番目に電力を使うの
が照明器具です。
白熱電球（54ワット）は最新式の32型液晶テレビとほぼ
同じ電力を消費します。日没が早くなるこの時期だからこ
そ、不要な照明を消すように心掛けましょう。
また、エアコンや冷蔵庫に比べると、照明器具の買い替え
は小さな負担で、大きな効果が期待できます。大掃除の際
に、白熱電球を中心に、電球型蛍光灯やLED電球に買い替え
る検討をしてみませんか。
▷待機電力を見直そう！
家電製品はコンセントにつないでいるだけで電力を消費
します。使用していない家電のプラグは抜き、テレビなどは
リモコンではなく本体の主電源を切りましょう。
また、外出時には、温水洗浄便座、電気ポット、給湯器の電
源も切りましょう。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

労
働
力
調
査
を
実
施

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、毎
月
、労
働

力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
は
、日
本
の
失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調
査
の
た
め
皆
さ
ん

の
自
宅
を
訪
問
し
た
際
に
は
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区
・
期
間

▽
大
和
町
５
丁
目

　

平
成
24
年
１
月
〜
２
月

▽
春
日
原
南
町
２
・
３
丁
目

　

平
成
24
年
２
月
〜
６
月

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
調
査
統
計
課

（
６
５
１
）１
１
１
１

（
６
４
３
）３
１
９
２

ふ
く
お
か
農
林
漁
業

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相
談
会

　

農
林
漁
業
を
始
め
て
み
た
い
人
や
農

林
漁
業
事
業
体
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、就
業
セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時
30
分（
受
付
：

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル（
福
岡
市

中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
４
ー
２
）

内
容　

就
業
情
報
の
提
供
、個
別
相
談

※
農
業
法
人
な
ど
へ
の
就
職
面
接
会
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
農
林
水
産
政

策
課
後
継
人
材
育
成
室

（
６
４
３
）３
４
９
５

（
６
４
３
）３
４
７
０

住
居
・
生
活
困
窮
者
相
談
支
援

年
末
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

福
岡
労
働
局
で
は
、年
末
に
向
け
、

「
す
ま
い
」「
せ
い
か
つ
」「
し
ご
と
」に

困
っ
て
い
る
人
に
対
す
る
支
援
策
で
あ

る
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
な
ど

の
周
知
を
強
化
す
る
た
め
、11
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、県
内
の
公
共
職
業
安
定

所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に「
専
門
相
談
窓

口
」や「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
、

「
す
ま
い
」や「
く
ら
し
」の
不
安
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
労
働
局
職
業
安
定
部

　

（
４
３
４
）９
８
０
５

　

（
４
３
４
）９
８
２
１

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南

　

（
５
１
３
）８
６
０
９

　

（
５
１
３
）８
６
０
６

知
っ
て
い
ま
す
か

「
求
職
者
支
援
制
度
」

　

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
求
職
者
支
援
制

度
は
、雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求

職
者
な
ど
に
対
し
、無
料
の
職
業
訓
練

（
求
職
者
支
援
訓
練
）を
実
施
す
る
制
度

で
す
。

　

ま
た
、本
人
や
世
帯
の
収
入
、資
産
な

ど
一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
は
訓
練
期

間
中
に
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給

す
る
と
と
も
に
、公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）が
積
極
的
な
就
職
支
援

を
行
い
、早
期
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
労
働
局
職
業
安
定
部

　

（
４
３
４
）９
８
０
５

　

（
４
３
４
）９
８
２
１

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南

　

（
５
１
３
）８
６
０
９

　

（
５
１
３
）８
６
０
６

※出典：節電.go.jp「今冬の節電メニュー」、資源エネルギー庁「省エネ性能カタログ
2010 年冬版」

記
事
の
訂
正

　

市
報
に
掲
載
し
た
内
容
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
11
月
15
日
号
８
ペ
ー
ジ「
春
日
市
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

訂
正
箇
所　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
一
般
の
部

の
優
勝
団
体

▽
誤　

須
玖
南
自
治
会

▽
正　

若
葉
台
西
自
治
会

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

○
12
月
１
日
号
６
ペ
ー
ジ「
南
部
白
水
地

区
地
区
計
画（
変
更
案
）」

訂
正
箇
所　

計
画
案
に
対
す
る
意
見
書

提
出
期
間

▽
誤　

12
月
19
日
㈪
〜
26
日
㈪

▽
正　

12
月
２
日
㈮
〜
16
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課
計
画
担

当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
３
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症
状
が
表
れ
た
ら・・

　

老
人
性
難
聴
の
症
状
が
表
れ
た

ら
、早
め
に
医
師
に
診
て
も
ら
い
、検

査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。高

齢
者
の
中
に
は
、「
耳
鳴
り
」の
症
状

を
訴
え
る
人
も
多
く
い
ま
す
が
、老

人
性
難
聴
と
関
係
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、老
人
性
難
聴
は
、本
人
が
気

付
か
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

家
族
や
周
囲
の
人
は
、本
人
に「
人
の

話
し
を
何
度
も
聞
き
返
す
」「
電
子
音

に
気
付
か
な
い
」な
ど
の
異
変
が
見

ら
れ
た
ら
、耳
鼻
科
へ
の
早
め
の
受

診
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

話
し
掛
け
方
の
ポ
イ
ン
ト

　

難
聴
が
あ
る
人
は
、通
常
の
聴
力

が
あ
る
人
と
同
じ
よ
う
に
聞
こ
え
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ゆ
っ
く
り
、

は
っ
き
り
、そ
の
人
の
顔
を
見
な
が

ら
、で
き
る
だ
け
静
か
な
と
こ
ろ
で

話
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

言
語
の
処
理
能
力
を
補
う
た
め
に

は
、ゆ
っ
く
り
、は
っ
き
り
話
す
こ
と

が
基
本
で
す
。難
聴
が
あ
る
人
は
、知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
話
す
人
の
口

元
を
参
考
に
し
て
何
と
言
っ
て
い
る

の
か
を
類
推
し
、言
葉
の
理
解
に
役

立
て
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、老
人
性
難
聴
で
は
、高
音

よ
り
低
音
の
方
が
聞
こ
え
や
す
い
た

め
、話
を
す
る
と
き
に
は
、で
き
る
だ

け
低
い
声
で
話
す
こ
と
も
大
切
で

す
。

症
状
は
？

　

聴
力
の
低
下
は
高
音
域
か
ら
発
生

し
、次
第
に
人
の
会
話
音
域
、低
音
域

へ
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、両

側
性
で
左
右
に
あ
ま
り
差
が
な
い
の

が
特
徴
で
す
。し
た
が
っ
て
早
期
に

は
難
聴
の
自
覚
が
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　

難
聴
が
発
生
し
た
場
合
、た
だ
単

に
音
が
聞
こ
え
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、音
は
聞
こ
え
る
が
何
を
言
っ
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、言

葉
の
聞
き
取
り
能
力
が
低
下
し
て
い

る
た
め
で
、老
人
性
難
聴
で
見
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
、生
活
に

影
響
が
出
て
く
る
た
め
、気
持
ち
が

落
ち
込
み
、引
き
込
も
り
が
ち
に
な

り
、う
つ
症
状
や
認
知
症
を
発
症
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

たんぽぽメール
○小児科医を囲んで座談会

10月18日にすくすくプラザで、横
よこやま

山 隆
たかし

さん（横山小児科医
師）を講師として招き、風邪のはやりやすい季節の前に「風邪

について」をテーマに座
談会を行いました。

講演では、参加者から
事前に出された質問を
織り交ぜながら、月齢に
添ってかかりやすい病気
の症状とその対応につ

いてなど、さまざまなお話がありました。参加者はメモを取りな
がら話に聞き入っていました。

質疑応答では予防接種の受け方などについて、日頃気に
なっていたことを気軽に聞くことができたようです。参加者が
質問しているときは他の参加者もうなずきながら聴く姿が見
られ、互いに共感し合い、疑問も解消されていました。
◆作ってみよう「雪の結晶のオーナメント」◆

夜の図書館で好評だった工作
を紹介します。この季節にぴった
りの雪の結晶のオーナメントで
す。糸を付けて、天井やクリスマス
ツリーにつるすときれいですよ。

作り方を載せたチラシを市民
図書館（大谷6 ｰ 24）とたんぽぽ
ルーム（すくすくプラザ内）に置いています。

折り紙8枚と簡単な作業でできるので、親子で一緒に作って
飾ってみましょう。

老
人
性
難
聴
に
つ
い
て

　

老
人
性
難
聴
は
加
齢
現
象
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
難
聴

で
す
。

　

症
状
は
40
歳
ご
ろ
か
ら
次
第
に
始
ま
り
、65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
30
〜
40
％
、75
歳
以
上
の
50
〜
60
％
、80
歳
以
上
の
約
70
％

以
上
が
発
症
し
て
い
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す
。
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森
もりやま

山 心
こ は る

陽ちゃん（弥生）
平成22年12月18日生

三
み と め

留 佑
ゆういちろう

一郎ちゃん（岡本）
平成22年12月20日生

佐
さ さ き

々木 盛
せ い や

弥ちゃん（天神山）
平成22年12月18日生

田
た

中
なか

 比
ひ な こ

奈子ちゃん（若葉台東）
平成20年12月26日生

熊
くまもと

本 茉
ま お

生ちゃん（白水池）
平成20年12月28日生

12月後期

２
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
１
月
４
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      11/15現在

◎総人口    110,020人

女 　56,500人

男　 53,520人

◎世帯数  44,816世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の携帯用バーコードから、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

春日南中学校
所在地　大土居3－11－1
（595）0905　 （595）0919

　春日南中学校は、春日市で一番新しいコミュニティ・スクー
ルとして発足して２年目になります。「未来にはばたく、なんちゅ
う生徒を、みんなの力で育てよう」をテーマにして３つのプロ
ジェクトが中核となりさまざまな活動にチャレンジしています。
　「学力向上プロジェクト」では、生徒の夢や目標を育むことを
目指して、地域の皆さんにも参加してもらい、「夢満開講座」
を年間２回開催しています。11月には、今年、ダンス世界一

の栄冠に輝いた福岡大学付属若葉高等学校ダンス部の公
演を実施しました。
　「さわやかコミュニティプロジェクト」では、「地域を知る、地
域を感じる、地域とつながる」を目標に、積極的な地域支援活
動を展開しています。地域美化活動、夏祭り支援、夏休みの
ラジオ体操への参加、地域運動会支援など、現在、延べ７６３
人の生徒が地域支援に参加しています。
　「なんちゅうカレッジプロジェクト」は、地域の皆さんが地道
に運営して来た「なんちゅうカレッジ」を、今年は学校と地域が
一体となって運営し、１・２年生全員と地域の皆さんが一緒に
なって学ぶ機会としています。
　そして、この３つのプロジェクトを推進させるために、学校、
家庭、地域をつなぐ役割を果たしているのが「なんちゅうバック
アップ隊」です。学校、家庭、地域で構成するバックアップ隊
こそ、未来に羽ばたく「なんちゅう生徒」を育てる原動力となっ
ています。コミュニティ・スクールとしての夢をこれからも追いか
けながら前進する春日南中学校です。

▲夏休みの地域ラジオ体操への参加

▲なんちゅうカレッジによる郷土の歴史講座



　福島県の原発事故発生以来もうすぐ９
カ月が経過しますが、放射能の影響への
東北、関東、福島方面の県民の皆さんのや
り場の無いこみ上げてくる怒りが、毎日の
新聞やテレビの報道番組を見るにつけ、思
いやられます。
　以前、英会話を米国人の先生から習っ
ていたときに、彼も広島市の原爆ドームに
行き、米国が使用した核兵器の恐ろしさを
初めて理解したと聞きました。また、われわ
れの世代が、核のない世界の創造の一端
を担っていること、一般米国人は、原子力
発電施設や戦域核兵器の世界への拡散
防止を当時理解できていなかったことなど
を話しました。私は、そのとき即時に、「米
国に帰国したら、原子爆弾を投下された
国民の被害とその後遺症被害の苦しみを
よく理解し、核兵器の廃絶の話を友人たち
としてください」と伝えました。	 	え

白水小学校下の遺跡

　白水小学校の下には明治時代のため池と鎌倉時代（今から700年前）の墓地

がありました。

　小学校のある上白水地域には河川がなく、農業用水を確保するために、明治

時代に新たに整理池が築かれました。白水小学校建築のため、整理池は埋め立

てられることになり、発掘調査が行われました。ため池からは、板
いた び

碑と墓が見つか

り、整理池遺跡と名づけられまし

た。墓には中国から輸入された高

価な陶磁器が入っており、裕福な

階級の人々がこの地域に住んで

いたことが分かりました。

　（奴国の丘歴史資料館）

▲中国輸入陶磁器の青磁椀
▶板碑
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